
 

                   

① 

成
長
戦
略 

          

        

① 

【成
長
戦
略
】 

昨
年
末
に
新
成
長
戦
略
と
し
て
発

表
し
た
三
項
目
は｢

観
光｣

「
環
境｣

｢

健
康｣

が
柱
と
な
り
ま
す
。
具
体

的
に
は 

１
、
観
光
立
国
・地
域
活
性
化 

 

二
〇
二
〇
年
ま
で
に
訪
日
外
国

人
を
二
五
〇
〇
万
人
、
経
済
波
及

効
果
一
〇
兆
円
、
新
規
雇
用
五
六

万
人
を
目
指
す
。 

２
、
グ
リ
ー
ン･

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
大

国
戦
略 

 

五
〇
兆
円
超
の
環
境
関
連
新
規

市
場
、
一
四
〇
万
人
の
新
規
雇
用
、

日
本
の
民
間
技
術
を
生
か
し
一
三

億
ト
ン
以
上
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
を
目
指
す
。 

３
、
ラ
イ
フ･

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
健
康
大
国
戦
略 

医
療･

介
護･

健
康
関
連
の
産
業

育
成
と
雇
用
の
創
出
、
新
規
市
場

四
五
兆
円
、
新
規
雇
用
二
八
〇
万

人
を
目
指
す
。 

特
に
、
外
務
省
で
は
、 

１
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
・Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
促
進 

現
在
一
一
の
国･

地
域
で
発
効
し

て
い
る
Ｅ
Ｐ
Ａ(

経
済
連
携
協
定)

を

さ
ら
に
五
つ
の
国･

地
域
と
の
締
結

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
武
正
議

員
は
三
月
末
に
韓
国
を
訪
問
し
、

両
国
間
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
／
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て

は
日
韓
両
国
関
係
の
緊
密
化
、
日

韓
両
国
が
東
ア
ジ
ア
、
大
洋
州
の

経
済
連
携
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
説
明
、

認
識
を
一
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
柳

明
桓(

ユ･

ミ
ョ
ン
フ
ァ
ン)

長
官
に
早

期
の
交
渉
再
開
に
向
け
努
力
と
支

援
を
依
頼
し
ま
し
た
。
五
月
中
旬

に
は
韓
国
慶
州
市
に
お
い
て
日
韓

外
相
会
談
が
開
催
さ
れ
、
岡
田
外

相
か
ら
柳
明
桓(

ユ･

ミ
ョ
ン
フ
ァ
ン)

長
官
に
、
日
韓
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て
、
鳩

山
総
理
の
強
い
意
向
と
し
て
早
期

の
交
渉
再
開
と
加
速
化
を
伝
え
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
大
臣
、
副
大
臣
の

事
前
調
整
を
へ
て
、
五
月
末
に
韓

国･

済
州
島
で
の
日
韓
首
脳
会
談
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
両
首
脳
は
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
の
強
化
と
迅
速
化
に
合
意
し

ま
し
た
。 

２
、
イ
ン
フ
ラ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
輸
出

戦
略 日

本
が
強
み
を
持
つ
原
子
力
発

電
所
、
新
幹
線
、
水
を
は
じ
め
と
す

る
環
境
イ
ン
フ
ラ
等
の
輸
出
を
積

極
展
開
。
外
務
省
と
し
て
は
、
円
借

款
の
迅
速
化
な
ど
他
省
と
の
連
携

を
検
討
。
相
手
国
の
ニ
ー
ズ
に
合
致

し
日
本
が
強
み
を
発
揮
で
き
る
も

の
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
で
売
り
込
ん
で
い
き
ま
す
。 

② 

【財
政
再
建
】 

三
月
末
時
点
で
の
国
債
発
行
残

高
、
地
方
債
発
行
残
高
、
そ
の
他
の

債
権
の
合
計
は
千
兆
円
を
超
え
て

い
ま
す(

別
表
参
照)

。 

新
政
権
は

財政再建を断固やりぬく！ 

 成長戦略と財政再建は車の両輪 
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六
月
一
日
に
鳩
山
総
理
が
辞
意
表

明
。
普
天
間
問
題
に
よ
る
社
民
党
の

政
権
離
脱
と
政
治
と
金
に
つ
い
て
責

任
を
取
っ
て
の
こ
と
。
そ
し
て
、
小
沢

幹
事
長
も
辞
任
。
党
再
生
、
日
本
再

建
へ
の
強
い
思
い
を
持
ち
、
六
月
四
日

民
主
党
両
院
議
員
総
会
で
の
新
代
表

選
出
投
票
に
臨
み
ま
し
た
。
菅
直
人

衆
議
院
議
員
を
新
代
表
に
選
出
、
続

い
て
、
午
後
の
衆
議
院
本
会
議
で
第

九
四
代
内
閣
総
理
大
臣
に
指
名
。
国

民
の
皆
様
の
期
待
に
こ
た
え
る
べ
く
、

新
総
理
の
も
と
諸
改
革
を
実
行
し
て

い
き
ま
す
。
特
に
後
述
す
る｢

成
長
戦

略｣

と｢

財
政
再
建
〜
中
期
財
政
フ
レ

ー
ム｣

に
は
政
府
・
党
を
あ
げ
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 



 

前
政
権
か
ら
引
き
継
い
だ
こ
の
莫

大
な
借
金
を
前
に
、
逃
げ
も
隠
れ

も
し
ま
せ
ん
。
平
成
二
二
年
度
か

ら
の
三
年
間
の
財
政
運
営
の
ル
ー

ル
は
①
政
治
主
導
・
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

型
の
予
算
編
成
方
式
②
ペ
イ
ア
ズ
ユ

ー
ゴ
ー
原
則
、
つ
ま
り
支
出
に
見
合

う
財
源
確
保
が
原
則
③
財
政
赤
字

縮
減
ル
ー
ル 

こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を

組
み
合
わ
せ
歯
止
め
の
な
い
国
債

発
行
額
増
加
の
抑
制
に
向
け
、
政

府
の
強
い
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
示
し
て

い
き
ま
す
。
成
長
戦
略
が
半
歩
前

を
行
き
、
財
政
再
建
と
は
車
の
両

輪
の
ご
と
く
。
こ
の
難
し
い
舵
取
り

を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
は
国
民
の

皆
様
の
ご
理
解
ご
協
力
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。  

 

         

③
【
事
業
仕
分
け
・
行
政
事
業
レ

ビ
ュ
ー
】 

税
金
の
使
い
方
を
政
治
主
導
で

見
直
す
新
政
権
。
自
ら
改
革
に
取

り
組
む
政
府
、
諸
官
庁
に
、
そ
し
て

外
部
の
目
が
届
く
仕
組
み
に
作
り

変
え
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。
外
務
省

で
い
え
ば
昨
年
の｢

在
外
勤
務
手
当

て
見
直
し
Ｐ
Ｔ｣

、
今
年
二
月
か
ら

三
月
に
か
け
て
の｢

独
立
行
政
法

人･
公
益
法
人
見
直
し
タ
ス
ク
フ
ォ

ー
ス｣

、
四
月
か
ら
始
め
た｢

行
政
事

業
レ
ビ
ュ
ー｣
を
通
じ
て
外
務
省
独

自
の
事
業
仕
分
け
を
行
う
こ
と
で
、

自
ら
の
改
革
、
外
部
の
目
の
届
く

仕
組
み
づ
く
り
に
務
め
ま
す
。 

そ
の
一
例
が
、
独
立
行
政
法
人

評
価
委
員
会
に｢

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
部
会｣｢

事
業
効
果
部
会｣

を
設
け

た
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
評
価
委
員

二
名
に
、
若
手
の
専
門
委
員
二
名

を
加
え
て
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
「コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
部
会
」は
、

こ
れ
ま
で
契
約
の
適
正
化
を
求
め

て
作
っ
た
「
外
務
省
契
約
監
視
委
員

会
」
「
独
立
行
政
法
人
契
約
監
視
委

員
会
」と
の
連
携
を
図
り
、
統
治(

ガ

バ
ナ
ン
ス)

が
働
く
仕
組
み
を
求
め
、

細
部
に
わ
た
っ
て
も
目
を
届
か
せ

ま
す
。｢

事
業
部
会｣

は
、
効
率
性
の

み
な
ら
ず
、
事
業
の｢

効
果｣

と
い
う

面
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
る
こ
と
が

目
的
で
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
政
治
主
導
の
徹
底
に

よ
っ
て
、
平
成
二
三
年
度
の
予
算
の

概
算
要
求(

八
月
末
提
出
、
公
表)

に

反
映
さ
せ
て
い
く
の
が
目
的
で
す
。 

（２）                                              民 主           平成 9年 4月 25 日 第３種郵便物認可        号外 

国及び地方の長期債務残高     (単位 1000 億) 

  
平成 22年 3月末

現在高 

対前年度末

に対する増減 

①普通国債 5,940 480 

②財投債 1,222 △88 

③借入金･交付国債等 607 △ 3 

④政府短期証券 1,060 △25 

国の長期債務残高計 8,829 364 

      

⑤地方の長期債務残高 2,000  20 

      

国及び地方の長期 

債務残高計 
10,829  384 

  2010.3 末 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

たけまさ公一ホームページ http://www.takemasa.org 

▼県立浦和高校、慶応義塾大学法学部政治学科卒業 

▼松下政経塾（第 5期生） ▼埼玉県議会議員 2期 

▼衆議院議員 4期（外務委員会委員） 

▼外務副大臣   

 

 
外務副大臣 
衆議院議員 

 
たけまさ公一 

 
プロフィール 

                              
 

即戦力・突破力！あの中東の専門家が国政に挑戦！ 
 

民主党埼玉県参議院選挙区 

第  ５  総  支  部  長 大野 もとひろ 
埼玉県川口市出身 ４６歳  慶應義塾大学卒業後、国際大学で中東研究の博

士号取得。外務省勤務を経て中東調査会上席研究員。中東研究の第一人者と

して著作、ＴＶ・ラジオ出演多数。防衛省、経産省、内閣府等の委員歴任。湾岸

戦争時には、人質救出に貢献。イラク戦争前には国会で「イラクは国際社会に

大量破壊兵器の脅威を及ぼしえない。開戦すれば、戦後のイラクは長期混乱

する。｣と発言、一石を投じる。彩の国国際親善大使。家族は妻、子供３人。学

生時代はアメフト、柔道に没頭。趣味は落語・音楽 

たけまさ公一推薦！ 


